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論文の内容の要旨 
 
鎌田久子氏の学位論文では、家庭での食事づくりに関連する要因の検討および、親子間で食事づくりが
伝承される経路について実証的な検討がなされた。各章の概要は次の通りである。 
第１章では、日本における家庭内での食事づくりの時間や方法、家族形態や女性の就労との関連等が概
観された。家庭での食事づくりは主に女性が担っており、女性の就労に伴い中食・外食などの家庭外の資
源の利用が増えたこと、食育基本法の制定に伴い、保育園や学校等で食事に関する教育が積極的になされ
ていること、特に食育の重点課題として、若い世代を中心とした食育の推進や食文化の継承に向けた取り
組みが推奨されている等の社会的な背景が提示された。第２章では、国内外の栄養、家政学、発達心理学
等の領域における家庭での食事に関連する先行研究が概観された。第３章で、研究目的を家庭での食事づ
くり行動に関連する要因を明らかにすること、及び食事づくりが次世代に受け継がれるプロセスを明ら
かにすることと設定され、博士論文の構成が示された。 
著者は、食事づくりへの動機、食事をつくることができる効力感などの心理的な変数を開発し、第４章、
第５章でそれらの信頼性・妥当性の検討がなされた。さらに食事づくりを左右する条件として、母親の就
労や通勤時間、子どもの年齢による検討が加えられた。第６章では、子どものいる母親を対象として、食
事づくりを予測する仮説モデルが検証された。すなわち、食事づくりは、母親自身の食事観、食事づくり
動機、および食育態度と関連しており、また、就労時間の影響もあることが示唆された。これらの解析結
果から、著者は、子どもの時に経験した原家族との食事経験が、自らが家族をもって食事をつくる時の動
機や食事についての価値観に反映されることを見出した。さらに、母親の就労形態別の検討も加えられ、
就労している母親は、時間的な制限のある中、栄養の調った食事をつくるという価値観が、食事づくりの
頻度を高め、また、調理の基本的なスキルに加えて、応用スキルが食事づくりを支えていた。 
第７章では、女子大学生を対象に、食事づくり行動に関連する要因が検討された。特に、学生の食事経
験と食事観の媒介要因として、両親への信頼感及び両親間の関係性を加えた検討がなされた。その結果、
仮説通り、学生の家庭での食事経験は両親への信頼感や両親間の信頼感と関連し、特に親がつくった料理
をつくってみたいという願いや家族をもったら食事をつくるという思いを予測していた。 
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最後に、著者は、食事づくりの世代間での伝承について、親子 2世代を合わせて検討を加えた。８章で
は、親子ペアで収集したデータを分析し、母親の子ども時代の食事経験から、子どもの食事づくりへの世
代をまたいだ２つの影響関係が見出された。ひとつは、母親が料理をつくった経験から子どもが食事をつ
くるという行動のつながりであり、もうひとつは、母親が子ども時代に経験した食事経験が、その子ども
の食事観へ影響する経験のつながりであった。 
以上の研究結果から、家庭での食事づくり行動に関連する要因を明らかにすること、および、食事づく
りが次世代に受け継がれるプロセスを明らかにするという研究目的は達成され、実践への示唆が提案さ
れた。著者は、若い世代へ食事に関連する食品の調達の工夫や栄養等の知識を伝えて、さらに調理の基本
的な技術や工夫などを実践的に学ぶ場の提供が重要であると提案した。加えて、著者は、それらの学びの
場が、良好な食事経験となるには、本研究で明らかになった、家族それぞれの体調や嗜好を配慮するよう
な、参加者個別に目が行き届き配慮をすることのできる小さな集団が望ましいことや、つくった後に共食
するあたたかな情緒的な交流のある場とする配慮が必要であることを提案した。 
 
 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 本論文は、食事づくりが伝承されるメカニズムについて、栄養学、家政学、発達心理学の領域を包括
する仮説を生成し、実証した論文であり、特に次の２点について高く評価できる。第一に、食事づくり
の過程を詳細かつ包括的にとらえていることが評価できる。食事づくりを献立や食材の検討から配膳に
至るまで項目化し、調理技術を基本から応用までとらえ、食事内容も量質両側面から測定した。さら
に、食事づくり行動に至る、その動機や効力感、食事観などの心理的な要因を測定する尺度を開発し、
食事づくりの背後にある心理的な要因や、家族関係に関する検討もなされ、食事づくりを総合的にとら
える試みがなされた。学際的でかつ新規性のある検討がなされた点が評価される。第二に、親子間で食
事づくりが受け継がれる経路を明らかにした点が評価される。親子の対応したデータを収集・分析し、
食事づくりの行動や動機が関連し合いながら子どもに影響する２つの経路を示すことに成功した。原家
族との良好な関係を背景にした、家族の期待や個別の体調・嗜好に配慮された思いやりのある食事経験
と、片づけや配膳などの食事づくりに参加する手伝いの経験が、長じて家庭をもってからの食事づくり
に寄与することが示され、横断的な研究であるという方法の限界はあるものの、世代を超えての食事観
や食事づくり行動の伝承のメカニズムが解明され、実践的な介入への示唆もなされた。 
 平成３０年１月１５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。よって、著者は博士（生涯発達科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
